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神目 鼎yD1948年 鼎僖1950年 鉄D1952年 鉄9D1954年          
軽オートバイ 鉄1,816 ﾃピR385 ﾃSCb*10,805 2ﾃs#b15,171          
バイク輸出 劔325 c1,200 ﾃSr1,101       
内需 劔2,170 釘ﾃCC44,400 bﾃS"75,976       
小計 鉄1,816 ﾃピR2,495 釘ﾃs45,600 rﾃ#94,247             
合計 鉄1,816 ﾃピR2,880 途ﾃ#Cb56,405 CﾃR109,418 169,548           
全国(1) ﾃャ9,696 途ﾃ3s9,803 2ﾃS"95,000 cRﾃsB          
(2) ﾃ7,757 湯ﾃヲ7,586 2ﾃ鉄r76,042 cRﾃsB            
(3) B纈23.4 38.0 74.2 塔R64.5             
注: *は推定である｡






























































































































































































































































































育, 288台, 872人｡ 1958年,それぞれ, 475台, 438
育, 1,316人｡ 1952-57年における50cc以下の
機種の生産実績は,それぞれ, 9,993台, 37,251
台, 25,699台, ll,279台, 14,129台, 18,150台
















































































































































































































































































































































午 儿,ｨ6x8(4小型四輪トラック iw鍈三輪トラック ｸ6x62スクーター 侏IWH齷5ﾙﾂ            
58.12.31 途17.8 途絣18.3 14.3 B縒         
62.12.31 澱紕34.3 r纈12.1 澱繧7.8 B縒      
午 儿,ｨ6x8(4小型Pq輪トラック iw鍈三輪トラック ｸ6x62ゴ68桁ﾒスクーター             
58.7.1 繧15.8 釘縒20.9 綯24.2       
62.7.1 絣31.0 免ﾂ16.5 ゅb10.3       
資料: 『自動車統計年表』 1960年, 1965年から作成｡
ト,速度計など｡従業員は職員(男) 130人, _I_




























































































































































このエンジンの緒元: 4サイクル, OH∀, 57


























(59.6×57mm, 159cc, 6ps/5,000rpm, 75km
/h), ｢3E型｣, ｢5E型｣ (65×57mm, 189
cc, 6.2ps/5,000rpm, 80km/h), ｢4E型｣

































































































































































































































































































































































































































筒, 247cc, 18ps/7,400rpm), ｢ベ　ンリ　イC



































バルブ, 130cc, 2.5ps, 17kg)である｡本日技
研T_業『社史』 1955年, 33-36頁. ｢E型｣につ
いては,本t桐支研工業株式会社『はんだの歩み』
9頁｡
4)拙著『独占･競争･協調の基礎理論』世界書
院, 1979年,第14車　生産物差別化を参照され
たい｡
5) 2サイクルと4サイクルの｢違いと主な特徴｣
は次の通りである｡ (下記の表)
上掲, 『はんだの歩み』 9頁｡
6)三樹書房編『ホンダスーパーカブ』三樹書
房, 1997年, 22頁｡
7)本田技研工業株式会社,上掲書, 64頁｡
8), 9)富塚清著『内燃機関の歴史』三栄書房, 1982
年,それぞれ, 152頁, 156頁｡本田技研は2サ
イクルの欠点を検討したが,終局的には4サイ
クルに進んだことが,次の文章で明らかである(〕
項目 5H484ｲ4サイクル    
行程 85x98t叨Yﾈ,Xｷｩ?ﾂ闍8飆ｩJﾒ飄(ｴ8,ﾃHﾗ9/bピストン2拝復で4行程を行う○(クランク2h-Ⅰ一転      
を行うo(クランク1回転に1回爆発) IｩJﾒ    
弁機構 h8ｨ985ｸ,*ﾘﾈｨ,h,ﾈｭhﾅx,X785x98*ｩ]ﾉomｨ/+x.薬吸入.排気,それぞれの開閉弁がある○            
燃料 ｸ5ﾈ8ｨ92ガソリン   
潤滑 傀ｨｩoｸﾚﾈﾘr潤滑油   
2サイクル 滴5H484ｲ  
(お構造簡単 茶僭(ｴ8尨*ｨ5ﾈ7H6r  
②小型.軽量 G(ｴ8佇*ｨ,"     
③部品点数が少ない )E){越h*ｩ|x*"   
(われ一二技術.生産設備が多岐にわたらない 8488ｸNﾘ*ｨ晴,"tH跌:ｸ*ｩ|x*"        
19
｢従来の2サイクルエンジンは排気音がカン高い,
混合油燃料のため,燃費が悪く,白煙が出る等
の欠点が数えられた｡これは過去のE型, J型
の開発時にも検討され,その結果いずれも4サ
イクルエンジンに切り替えているという実績,
とりわけ90ccクラス･ 4サイクルの傾向が, C
IOOの企画に対し大きな支えとなっていた｡三樹
書房,上掲書, 96頁｡
10)三樹書房,上掲書, 27頁｡
ll)わが国の工作機械産業の発展と産業組織につい
ては,大森春樹著『工作機械産業の現状と展望』
専修大学大学院修士論文, 2005年度,参照｡
12)石倉正剛編『ホンダコレクション』ネコ･パブ
リッシング, 2002年, 78頁｡
鈴木自動車株式会社『50年史』 167-9頁｡
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